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第一生命保険に入社して今年で４１年目になる
　皆さんの多くは経営者として同じ場所を守り続けていると思うが、生命保険業界の営業員も同じ
で、西川口営業オフィス、という拠点に一貫して所属してきた。立場は“営業員”であるが、４１年間
同じ場所で“オフィス”を育て、守り、地域のお客さまとの関わりを大事にし続けてきた自分にとって
“西川口営業オフィス”は、自分の会社と同じである。
　第一生命は全国に“支社”という拠点を約９０構えており、その拠点が１５～２０ほどの“営業オフィ
ス”という組織を管轄している。全国で約１４００オフィスあるうち、私は“浦和支社”“西川口営業オフィ
ス”という組織に所属している。
この４０年の中で、私自身の拘りとして、“総合精勤会員”そして“MDRT”という称号を連続で獲得
し、会社から表彰を受けている。“総合精勤会員”とは、 “生命保険”の個人、法人への営業、後述す
るが“人財”の採用“”アフターフォロー“といったほぼ全ての活動分野において、年間取りこぼしな
く秀でた営業員が表彰される制度であるが、今年で連続獲得が２９年目になる。これは全国でも単
独、最長であり、営業員として休みなく勤務してきた自身の”誇り“であると認識している。
　また、MDRTとは、ミリオンダラーラウンドテーブル、といい、全生命保険業界共通の、営業活動における各社の“代表”たる営
業員に贈られる称号であり、これも同じく昨年で連続２５期目を迎えた。MDRTは全世界共通の取り組みであり、活動内容自体
は保険業界のロータリーのようなイメージで、地区研修があり、ブロック、都道府県会、日本会、世界大会というこの２つの称号を
自身の“拘り”として続けてこられたのは、正に社内外において、人に恵まれたからに他ならない。
　人い恵まれた、という点でお話したいことがある。
日本の生命保険会社は、それぞれ独特の採用形態をとっており、一緒に働きたい人財に自らお声かけし、誘う事で組織を豊か
にしていく。当然、人が栄えずに衰退し、近隣の営業拠点と合併していくおふぃすもあるが、西川口営業オフィスは昭和５２年の
設立以来、約４５年間一度の統廃合も行わず現在まで来ている。他組織の文化が混入せず、名称の変更もない営業オフィスは、
こと近隣にたくさんのオフィスが混在する都心部のオフィスの中では希少である。
　営業員の給与体系はほぼ出来高制であるため、それぞれの営業員が自身の活動を行う事が原則の活動である一方、これも
日本の保険会社特有の文化であるが、自身の採用した人材を育て、協力し、更に系統員を増やし、豊かにしていくこと、これは給
与とは直結しない、いわば“使命”であり、外せない我々の役割となっている。
　この４０年の間で私が採用した人々は、勤続２５年や３０年を越え、既に指導者として“西川口営業オフィス”から巣立っていった
人財、今でも同じオフィスを盛り立ててくれている後輩等もたくさんいる。当然、こういった活動は給与面に直結することはない
が、自身の拘りとしておこなってきたこの“人のつながり”は、一見“個人競技”に見える営業の世界の中ではお互いの心の支えと
なり、それが今日まで営業活動を続けてきた糧となっている。
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豊田 理世
とよだ　みちよ

●出席委員会　小林修委員長

●会場監督　白井靖

基本的には昨年度と変わりな
くやっていきたいと思ってい
ます。
日常の中で、ニコニコする出
来事や伝えたい事を共有でき
るお手伝いをしたいと思って
います。
また資金は、社会奉仕活動に
使われますが、変更がある場
合は報告させて頂きます。

●クラブ活性化委員会　竹本佳德委員長


